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あきた元気ムラ
応援サイトは

で検索

元気ムラサイトを
携帯電話・スマート
フォンで見たい方は
←こちらから！

●Ｔwitter アカウント
　→@akitagenkimura
●ｆacebook→「あきた元気ムラ」

元気ムラ

「元気ムラ通信」は秋田県が運営する「秋田県のがんばる農山漁村集落応援サイト」
（通称︓元気ムラ応援サイト）で紹介している地域活動を、より多くの皆様に紹介するために
発行しております。

秋田県の元気な地域の活動情報満載 !!
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　7 月～ 9 月にかけて、「集落活
動担い手育成研修」（基礎研修・
実践研修）を開催しました。
　人口減少が進む中、地域活動
の維持・継続を図る手法や、先
進的な取組を学び、地域を支え
る「担い手」としてレベルアッ
プを図るため開催したものです。
　7月の基礎研修では「NPO法人
都岐沙羅（つきさら）パートナー
ズセンター」（新潟県村上市）の
斎藤主税氏が、地域の現状や課

題を「ワガゴト化」する必要性な
どを講演。
　9 月は実践研修を五城目町の 2
地域で開催。森山地域では「さと
歩きワークショップ」、浅見内地
域では「浅見内活性化委員会」の
取組を学び、さらに、「筆甫（ひっ
ぽ）地区振興連絡協議会」（宮城
県丸森町）
の「小規模
多 機 能 自
治」の取組

新しい気づきを地域に還元しよう新しい気づきを地域に還元しよう
「集落活動担い手育成研修」を開催しました。「集落活動担い手育成研修」を開催しました。

をオンラインで学びました。
　人口が減少する中での地域活
動は、新しい視点も必要になっ
てきます。様々な人と接して、
新しい気づきを発見し、地域に
還元していきたいですね。

7月18日、秋田市で開催した基礎研修。元気ムラの地域
住民や地域おこし協力隊、学生の皆さんが参加。
7月18日、秋田市で開催した基礎研修。元気ムラの地域
住民や地域おこし協力隊、学生の皆さんが参加。

9 月 12 日、五城目町森山地域の実践研修「さと歩きワーク
ショップ」。実際に歩き、地域の魅力や課題を探しました。
9 月 12 日、五城目町森山地域の実践研修「さと歩きワーク
ショップ」。実際に歩き、地域の魅力や課題を探しました。

9月12日の「さと歩き」で発見した資源を整理し、地域で
活かせそうなアイディアをまとめて発表しました。
9月12日の「さと歩き」で発見した資源を整理し、地域で
活かせそうなアイディアをまとめて発表しました。

9月 22日、五城目町浅見内地域で「浅見内活性化委員会」
の取組について学ぶ参加者の皆さん。
9月 22日、五城目町浅見内地域で「浅見内活性化委員会」
の取組について学ぶ参加者の皆さん。

研修後、参加者からは、「まずは
やってみる精神で、実際の集落
活動に生かしたい」「他人の視点
からの気づきが多かった」とい
う声も。今後に期待ですね♪

参加者 の声参加者 の声参加者 の声
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　令和元年度に取組を開始した地区は、行動計画（グラン
ドデザイン）策定に向けて、座談会などを重ねながら話し
合いを進めています。

　7月 15 日から 28日にかけ
て、今年度のモデル地区（６
地区）の現状や課題について、
地区ごとに住民の方から聞き
取り調査を行いました。

　9 月から開催している１回
目の WS（ワークショップ）
では、地域の人口増減の要因
を探り、将来に向けた定住目
標を立てます。これを受けて、
２回目の WS で地域の強みを
活かし、弱みを補う「作戦会
議」を行う予定です。

　若手の意見を聞き取る
ために、「山田カフェ」を
開催︕若者が集まる場や
子どもが安心して遊べる
場所が欲しいといった意
見が出されました︕

　男鹿中地区振興会や行
政、中間支援者で意見交換
を行い、農業や子育てサ
ポートについての検討を重
ねながら具体的な活動につ
なげていく予定です。

　自治会長さんを中心に
「馬場目ミーティング」を
行い、４部会（カフェ、ＧＢ
ビジネス、交通、営農）で活
動することに︕部会ごとに
活動内容を検討中です。

　コロナ禍において様々
な事業が中止となるなか、
地域コミュニティを維持
していくため、必要な事
業をどうすれば実現でき
るか検討しています。

　地域住民が主体となっ
て運営する「地区交流セ
ンター」の実現に向けて、
様々な立場の方が参加
し、話し合いを進めてい
ます。

①現地調査・ヒアリング

③今後の動き

②ワークショップ（1回目）

※平元地区（鹿角市）の 1回目のWSは 10月 9日（金）開催予定です。

コミュニティ生活圏形成事業の進捗コミュニティ生活圏形成事業の進捗

令和２年度
モデル地区の活動状況
令和２年度
モデル地区の活動状況

コミュニティ生活圏とはコミュニティ生活圏とはコミュニティ生活圏とは

●平元地区（鹿角市）●平元地区（鹿角市）

↑7月28日の現地調査↑7月28日の現地調査

●山田地区（大館市）●山田地区（大館市）

●男鹿中地区（男鹿市）●男鹿中地区（男鹿市）

●馬場目地区（五城目町）●馬場目地区（五城目町）

●仙道地区（羽後町）●仙道地区（羽後町）

●山内地区（横手市）●山内地区（横手市）

●梅内地区（能代市）●梅内地区（能代市） ●鹿渡地区（三種町）●鹿渡地区（三種町）

●石沢地区（由利本荘市）●石沢地区（由利本荘市） ●上浜地区（にかほ市）●上浜地区（にかほ市）

●院内地区（湯沢市）●院内地区（湯沢市）

令和元年度
モデル地区の活動状況
令和元年度
モデル地区の活動状況

●ワークショップ（２回目）…11月～ 12月（予定）
●各市町村報告会…令和２年12月～令和３年１月（予定）
●全県報告会…令和３年２月下旬（予定）

地域づくり推進課では、人口減少や少子高齢化が進行する中で、複数の集落から
なる新たな生活圏「コミュニティ生活圏」の形成を図る取組を推進しています。

地域住民が一体感を感じ、歴史・文化的なまとまりや住
民の合意形成を図りやすい複数の集落からなるエリア（旧
小学校区・公民館区等）のこと。秋田県の政策用語。

地区ごとに
開催中



地域づくり推進課の活動報告

各地で「集落間交流」が
行われました︕

　8 月 2 日、元気ムラの GB ビジネス活動の
一環で、わらびの根っこから抽出してとれる
「わらび粉」精製に取り組む三ツ方森地域（由
利本荘市）を、小砂川地域（にかほ市）の皆
さんが訪問し、活動を視察しました。

　地域活性化計画策定のためにワークショッ
プを開催した経験のある金沢地域（横手市）
の取組や手法を学ぶため、7 月 22 日、梅内
地域（能代市）の皆さんが金沢孔城館を訪問
し、情報交換を行いました。

露地ミョウガの出荷に
初チャレンジ︕

　8 月は露地ミョウガの季節。首都圏で需要
が高く、GB ビジネス（※）の夏の主力商品
です。今年は南外地域（大仙市）と馬場目地
域（五城目町）が初めて露地ミョウガを首都
圏に出荷しました。
　両地域とも、出荷経験のある元気ムラ地域
の方を講師に招き、商品の規格やパック詰め
等の作業を学んでからの出荷作業。
　「自分だけが採っても量が足りなくて出荷
できないからね。みんなが顔を合わせてやる
のが大事だね」と話していました。今後も楽
しく活動できるといいですね。

　「若い子が『作業を手伝わせて
ください』と地域に来てくれるの
がすごい」と住民の方も嬉しそう
でした♪

金井神・上坂部地域（横手市）金井神・上坂部地域（横手市）

三ツ方森地域（由利本荘市）三ツ方森地域（由利本荘市）

　秋田県立大学「ＧＢビジネスサークル」の皆さ
んが、元気ムラの地域活動の応援にきてくれまし
た︕8 月は金井神・上坂部地域（横手市）と三ツ
方森地域（由利本荘市）、9月は荒又地域（大仙市）
で作業を行いました。
　人手不足の作業を一緒に行い、商品の提案など、
大学で学んだことを活かせるようにと立ち上げた
サークルです。今後の活動が楽しみです♪

←和菓子を包む笹の葉の収穫・
選別作業を一緒に行いました。

笹の葉の出荷作業

元気ムラに若者の応援︕

現地トピックス

いろいろな集落に行って住民の方と一緒に活動したい！

●梅内地域→金沢地域

馬場目地域（五城目町）

南外地域（大仙市）

●小砂川地域→三ツ方森地域

※ＧＢ（じっちゃん・ばっちゃん）ビジネスは、地域資源を
　収入に変え、「集落」の生きがいづくりにつなげる取組です。
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編集後記

元気ムラ通信のご感想・ご意見も
お待ちしています︕

元 気 ム ラ の味

地域か
ら

元気を

発信！
！

　五城目町森山地域は、かつて「スズムシ群棲地」として知られ、その復活に向け、住民有志で、スズム
シの繁殖活動に力を入れています。9 月に公民館にお邪魔した際、スズムシの鳴き声が出迎えてくれ、夏
の暑さの疲れを癒やしてくれました。紙面ではお伝えできない「音」の魅力でした (^^)

　棒状の 2 本の練りゴマ
を、ひねり合わせて巻物
をまくように作るお菓子。

　お祝いの場で作られてきた「巻物」
のお料理。昔の人々の知恵と技術が
詰まった食のお宝♪　おばあちゃん
のレシピを記録に残す地域もありま
す。ふるさとの味を受け継いでいき
たいですね。

巻物まきもの

ゴマ餅・ゴマ菓子ゴマ餅・ゴマ菓子

　砂糖で味付けした餅を
「巻きす」を使い、かま
ぼこ状に整えたお菓子。

山館地域（大館市）山館地域（大館市）
　海苔巻きを切った時
に綺麗な模様になるよ
う、具材を工夫します。

かまぶくかまぶく 太巻き・巻き寿司太巻き・巻き寿司

上岩川地域（三種町）上岩川地域（三種町） 余目地域（大仙市）余目地域（大仙市）

　人口減少により地元スーパーが撤退し、移動手
段のない高齢者が買い物に不自由していた大仙市
南外の外小友地区。昨年、住民で運営するお互い
さまスーパー「南外さいかい市」がオープンしま
した。今回は南外地域の活動をご紹介します︕

　　　　　【アクセス】
●住所：大仙市南外字松木田38−5

　※温泉施設「南外ふるさと館」の
　　駐車場敷地内にあります。

●営業時間：10:00 ～ 18:00

●定休日：火、水曜日

　大仙市の温泉施設「南外ふる
さと館」の駐車場の一角に「南
外さいかい市」があります。
　高齢者の買い物支援を目的に
開設したお店の名前は「皆が再
会できる場に」と名付けられま
した。
　店の中央に新鮮野菜や果物が
並び、周りに日用品、卵、豆腐、
お肉なども。市の交通助成券も
扱い、この場に来ればいろいろ
な生活情報を得ることができま
す。
　店舗を運営する「NPO法人南
外さいかい市」の佐々木繁雄さ
んは「住民はもちろん、温泉に
来て立ち寄る人もいます。地元

の人も、自分の野菜や採ってき
た山菜を売る場所があればお小
遣いになる。『おれの（野菜）
も店に出して』と言ってくる人
もいます」と話します。
　電動カートで毎週、買い物に
くるおばあちゃんの姿を見ると
「役に立っている」と実感する

そうです。
　今後は移動販売や住民の見
守り活動を計画しています。
「いろいろな人が集まって、
ゆっくりできる場所にした
い」。人が集まる場所は楽しい
場所♪これからの南外地域が
楽しみですね (^^)
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南外の90代の
おばあちゃんが
作ったミニぞうり
も販売しています

みんなが“再会”できる
「南外さいかい市」
みんなが“再会”できる
「南外さいかい市」


